





Report on Workshop “Marine Science Program in the 44th Japanese
Antarctic Research Expedition on a Charter Research Vessel”
Tsuneo Odate1, Sakae Kudoh1, Shuki Ushio1, Atsushi Tanimura2, 
Toru Hirawake1 and Mitsuo Fukuchi1
Abstract: A workshop on “Marine Science Program in the 44th Japanese
Antarctic Research Expedition on a Charter Research Vessel” was held on 15th
October 2002 at the convention hall of the National Institute of Polar Research with
34 participants.  Most of the participants will join the research cruise organized by the
44th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE-44) using a charter vessel.  One
of the purposes of this workshop is to give detailed information on the JARE system.
At the same time, safety guidelines for the cruise were explained.  In addition, the
work schedule for the cruise was revised based on detailed requests from the
participants.
要旨:  「第 44 次南極地域観測隊観測研究小集会－専用観測船」を，平成 14 年
10 月 15 日，国立極地研究所講堂において開催した．本年度出発する第44次日本






「第 44 次南極地域観測隊観測研究小集会－専用観測船」を，平成 14 年 10 月 15 日，国立
極地研究所講堂において開催した．参加者は，第 44 次日本南極地域観測隊 (The 44th
Japanese Antarctic Research Expedition, JARE-44) において実施される,「専用観測船」によ
る海洋観測参加者を中心に 34 名であった (表 1)．
「しらせ」で行動する JARE 隊員及び同行者においては，2 回の隊員全員集合等で JARE
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に参加するにあたっての準備・手続き等を周知する会合が準備されている.「専用観測船」に
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表 1 本研究小集会の出席者リスト．今回参加できなかった「タンガロア号」乗船者も示した．






福地, 2000, 2002a, b, c; 福地・小達, 2001; 小達ら, 2001; 小達, 2002a, b)．また，南極海洋研
究グループが 2002 年 6 月から 2002 年 10 月までに行った活動を表 3 にまとめた．
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表 2 「第 44 次南極地域観測隊観測研究小集会－専用観測船」プログラム
Table 2. Program of Workshop “Marine Science Program in the 44th Japanese Antarctic
Research Expedition on a Charter Research Vessel”.
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表 3 「専用観測船」による南極海海洋研究計画の進捗状況 (2002 年 6 月から 2002 年 10 月まで)
Table 3. Progress on science project, STAGE (Studies on the Antarctic Ocean and Global Envi-

















1999; 南極地域観測統合推進本部, 2000; 小達・福地, 2000, 2002a, b, c; 福地・小達, 2001; 小
達ら, 2001)．昨シーズンの JARE-43 では，JARE 史上初となる「専用観測船」の航海が実現
し (小達・福地, 2002c; 小達，2002a, b)，今シーズンも再び「専用観測船」航海が実施され


















本観測研究小集会に参加した JARE-44「専用観測船」による海洋観測航海乗船者 16 名及
び参加者の自己紹介が行われた．
2.1.4. JARE-43 専用観測船の行動計画 (案) について
JARE-44 副隊長 (専用観測船担当) の小達より,「専用観測船」による観測行動実施計画概
要の説明があった．
「専用観測船」傭船に関わる入札の結果，JARE-43 と同じくニュージーランド水圏大気研
究所 (National Institute of Water and Atmospheric Research, NIWA) 観測船運営会社所有の
「タンガロア号」と決定した．
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図 1 JARE-44 での「タンガロア号」観測における観測海域．S 及びK は大観測点
Fig. 1. Location of sampling area during the Cruise of JARE-44 by R/V Tangaroa．Stations S
and K are long stations.
JARE-44「タンガロア号」による観測海域は，東経 140 度に沿った南緯 65 度以南の開水
面域及び浮氷域とする (図 1)．出入港地は，ニュージーランド・ウェリントン港とする．「海
鷹丸」からの乗り継ぎ者等を除く隊員・同行者 15 名は，2002 年 2 月 13 日東京・成田を出
発し，翌 2 月 14 日ウェリントン市へ入る．2 月 16 日に，日本より送った観測機材を「タン
ガロア号」へ搭載する．2 月 17 日にウェリントン港出港後，2 月 24 日には観測海域に到達
する．以後，10 日間の観測を行い，3 月 6 日には観測海域を離脱する．3 月 13 日にウェリ
ントン港へ帰港する．航海期間は 25 日間となる．帰港後直ちに，観測機材を降ろし，日本
へ向けて発送する準備を行う．3 月 17 日にウェリントン空港を発ち，オークランド経由で同




























JARE-44 副隊長 (専用観測船担当) の小達より，準備手続き及び船内生活一般に関する説
明が行われた．
同行者申請手続きに関しては，極地研究所事業課で進めている．今後，極地研究所運営会
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表 4 JARE-44「タンガロア号」観測体制














2.2.1. 物理観測グループ分科会 (牛尾，青木，渡邉) 










このほか，航路上の南緯 64 度，64.5 度，65 度付近の各海域において中層フロート (約
2000 m 深で中立) を投入し，大陸沿岸域の流れを追跡する．更に 2001/02 年シーズンに観測






( 1 ) 表層海水モニタリング (水温・塩分，クロロフィル蛍光，PAM 実験，フローサイト
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メトリー用及び微小生物群集用試料採取)  (実施者 : 工藤) 
( 2 ) pCO2連続観測 (実施者 : 中岡) 
停船観測
(1 ) 光学観測［SPMR (実施者 : 平譯)，PUV 及びAC9 (実施者 : Leong)］
これらは測点 S において昼に 1 回実施，測点 K において 5–6 時間おきに昼夜実施．停船
観測点の光学的特性を観測し，衛星観測の検証データ，植物プランクトンの光吸収特性の解
析を行う．
( 2 ) 表層ドリフティングブイ観測［セジメントトラップ (実施者 : 真壁)，水温 (実施者 : 工
藤)，現場基礎生産 (実施者 : Leong)］
測点 S と K において 24 時間のブイ観測を 2 度ずつ実施．現場での沈降物特性・基礎生
産・水温による鉛直混合を検討する．





物プランクトン (メタン)，微小生物，HPLC，a*に関しては 2 昼夜にわたり CTD-RMS で適
宜試料を採集する．DMS，UV 培養実験用に表層水採取に，バケツ採水を実施する．また，
ケブラーワイヤーに GoFlo 採水器を取り付けたクリーン採水を行い，Fe/微量元素，14C およ
び Fe 培養実験用海水試料を採集する．




















本研究は，東経 140 度周辺，南緯 65 度以南の南極海域を主観測海域とし，この海域で集
中的な観測・実験を実施する．当該海域において，ナンキョクオキアミが優占する海域 (測
点 K) とサルパ類が優占する海域 (測点 S) を探索し，各々の海域において以下のような採集，
実験を行う．
動物プランクトンの採集
( 1 ) 飼育用動物プランクトンの採集 (所要時間は 2 時間) として，カイアシ類を主要対象
生物としたノルパック型ネットによる採集 (0–150 m) 及びナンキョクオキアミ及びサルパ類
を主要対象生物とした口径 80 cm ネットによる採集 (0–150 m) を行う．
( 2 ) ガマグチネットによる各層区分採集 (0–50 m, 50–100 m, 100–200 m, 200–400 m) (所
要時間は 1 回当たり 2 時間)．動物プランクトン昼夜鉛直分布を調査する．
( 3 ) ノルパック型ネット (または飼育用ネット) による採集 (0–150 m)．4 時間ごとに 7 回，
所要時間は 1 回当たり 0.5 時間．ナンキョクオキアミ及びカイアシ類の消化管内色素の日周
変化を調べる．
(4 ) RMT 採集 (所要時間は 1.5 時間)．動物プランクトン組成を調べる．
飼育実験
( 1 ) 消化管蛍光法 (gut fluorescence method) 及び bottle incubation method を用いた摂食・
排泄速度の測定 (24 時間×2 回)．主要対象生物はオキアミ，サルパ，カイアシ類．
( 2 ) 糞生産速度 (pellet production) の実験 (24 時間×2 回) ．主要対象生物はオキアミ，
サルパ，カイアシ類．
(3 ) DMS 測定 (24 時間) ．主要対象生物はオキアミ，サルパ，カイアシ類．
( 4 ) 脂質実験．主要対象生物はカイアシ類．
( 5 ) 糞粒摂食実験．主要対象生物はカイアシ類．
その他
( 1 ) 北上航路での観測．RMT 採集及びノルパックネット採集を，緯度 30 分間隔で 55S
付近まで 8 点程度実施したい．所要時間は 1 回当たり 1 時間．
( 2 ) 必要な設備等 (低温実験室，表面海水の供給状況，デッキスペース) の確認のため，
事前にタンガロア号を視察したい．
( 3 ) 他グループへの要望事項．採水観測グループへ，測点 K 及び S のクロロフィル a，
一次生産量，糞粒フラックス，微小動物プランクトン，植物プランクトン種組成に関する観
小達恒夫ら92















福地光男 (1999): 南極海と地球環境．月刊海洋, 31, 757–765．
福地光男・小達恒夫 (2001):「極域海洋研究における複合領域研究立案に関する研究小集会」報告．南
極資料, 45, 148–156．
南極地域観測統合推進本部 (2000): 南極地域観測第VI 期 5 か年計画．27p．
小達恒夫 (2002a): 専用観測船「タンガロア号」航海．極地, 38, 46–52．
小達恒夫 (2002b): 第 43 次南極地域観測隊夏隊「専用観測船」行動報告 2002．南極資料, 46, 579–600
小達恒夫・福地光男 (2000):「極域海洋における物理・化学・生物海洋学研究の将来展望に関する研究
小集会」報告．南極資料, 44, 232–238．
小達恒夫・福地光男 (2002a):「第 43 次南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会－専用
観測船による南極海海洋観測」報告．南極資料, 46, 67–78．
小達恒夫・福地光男 (2002b):「第 44 次南極地域観測における南極海海洋観測に関する研究小集会」報
告．南極資料, 46, 79–87．
小達恒夫・福地光男 (2002c):「専用観測船による海洋観測に関する研究小集会」報告－第 43 次隊報告
及び第 44 次隊観測計画－．南極資料, 46, 601–620．
小達恒夫・工藤栄・福地光男 (2001):「南極域海洋研究における複合領域研究立案に関する研究小集会」
報告．南極資料, 45, 362–370．
(2002 年 12 月 10 日受付; 2003 年 1 月 8 日改訂稿受理)
第 44 次隊専用観測船による観測実施計画 93
